
英語が「話せた！」「書けた！」と生徒が実感できる授業を目指す。生徒の主体的な学びと、
基礎的・基本的事項の確実な習得のための手立てとして、ワークシートの内容とその活用方法を

工夫する。また、「知識・技能」を実際のコミュニケーションにおいて十分活用する場を設ける。

基礎的・基本的事項の確実な習得及び言語活動の充実

令和4年度 氷川町及び八代市中学校組合立氷川中学校

ワークシートの作成上の工夫 英語が話せた！
英語が書けた！

WritingSpeaking

■「話すこと」「書くこと」の言語活動で
いつでも自由に活用

■家庭学習においても参考にできるため、
生徒の主体的な学びを促進

■ファイリングして、３年間共通して活用

学習意欲の向上と継続に!

言語活動に取り組む際に、
生徒が自身の理解度に応じて、

ワークシートを活用しながら自己表現する

ワークシートの活用上の工夫

when導入

生徒の達成感や

成就感につながる!

単元を通して 年間を通して

where導入

（be動詞）

すぐ使える！
いつでも使える！

■新出文法事項の導入時に基本文とともに
活用できる語句を提示

■必要な語句をまとめて提示することで、
自己表現にすぐ役立つ

■語句を調べる時間よりも、文脈の中で
語句を活用する言語活動の時間を充実

基礎的・基本的事項の確実な習得へ

英語表現や文構造等の知識・技能を

言語活動の中で繰り返し活用しながら

確実な習得へ

・・・・・・・・・・


